
〈お知らせ〉INFORMATION

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
は

「
新
た
な
時
代
の
道
徳
を
共
に
創
る
」を
共

通
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
変
化
し
つ
つ
あ
る

時
代
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、

人
間
・
社
会
・
文
明
の
よ
り
よ
き
あ
り
方
を

領
域
横
断
的
に
探
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。＊　

　

＊　
　

＊

す
で
に
九
月
号
の『
所
報
』で
紹
介
し
ま

し
た
よ
う
に
、
令
和
元
年
度
よ
り「
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
発
表
会
」の
名
称
を
、「
道
徳
科
学

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
以
下
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
称

す
）と
改
め
て
開
催
し
ま
す
。

名
称
変
更
に
伴
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
新

た
な
要
素
を
加
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

講
演
と
個
人
発
表
の
ほ
か
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
加
え
る
形
で
再
編
成
し
ま
し
た
。
開
催

場
所
も
廣
池
千
九
郎
記
念
講
堂
と
柏
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
二
会
場
を
使
用
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
は
、
何
よ
り
分
科
会

の
形
式
を
導
入
し
た
こ
と
で
す
。
分
科
会
形

式
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
の
関
心

に
よ
っ
て
教
室
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
表
者
と
の
議
論

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
二
七
頁
）と
合

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
日
目（
一
月
二
十
五
日
）は

例
年
通
り
、
廣
池
千
九
郎
記
念
講
堂
で
行
い

ま
す
。

ま
ず〔
講
演
１
〕は
、
共
通
テ
ー
マ
に
関

す
る
基
調
講
演
と
し
て
、
先せ

ん

崎ざ
き

彰あ
き

容な
か

先
生

（
日
本
大
学
教
授
）に「
分
断
社
会
を
、
ど
う
生

き
る
か
―
公
共
性
の
つ
く
り
方
」を
テ
ー
マ

に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
国
家
や
階
級

で
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
所
属
意

識
を
語
る
の
で
は
な
く
、
経
済
格
差
で
自

己
評
価
す
る
現
代
社
会
の
状
況
を
も
う
一

度
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
公
共
性
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
〕「
進
化
と
自
然
の
視
点

か
ら
こ
れ
か
ら
の
道
徳
を
考
え
る
」で
は
、

廣
池
千
九
郎
博
士
が『
道
徳
科
学
の
論
文
』

で
展
開
し
た
道
徳
科
学
の
基
礎
論
と
最
高
道

徳
論
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
接
続
す
る
の
か

を
、
進
化
や
自
然
観
と
い
う
視
点
を
軸
に
考

察
し
ま
す
。

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
二
日
目（
二
十
六

日
）は
、
会
場
を
廣
池
千
九
郎
記
念
講
堂
か

ら
柏
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
複
数
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
個
人
発
表
を
分
科
会
形
式

で
並
行
し
て
行
い
ま
す
。

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
〕「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
企
業
の
生
き
残
り
と
道
徳
」で
は
、

新
興
国
に
お
け
る
諸
問
題
を
、
異
種
組
織
が

協
調
し
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
事
例
か
ら
、

企
業
に
お
い
て
望
ま
し
い
行
動
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
〕「
新
た
な
時
代
の
道
徳

―
分
断
す
る
社
会
の
統
合
の
た
め
に
」で

は
、
国
内
外
に
お
い
て
社
会
の
分
断
が
進
む

な
か
、
個
人
の
孤
立
と
集
団
の
対
立
が
深
ま

り
つ
つ
あ
る
現
状
を
い
か
に
受
け
止
め
、
乗

り
越
え
て
い
く
か
を
考
え
ま
す
。

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
４
〕「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
子
育
て

サ
ー
ク
ル
活
動
の
こ
れ
か
ら
」で
は
、
こ
れ

か
ら
の
次
世
代
育
成
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
継
承
に

つ
い
て
参
加
者
と
共
に
考
え
ま
す
。
会
場
に

は
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・
家
庭
教
育
課
の
全

国
調
査
と
活
動
事
例
報
告
の
ほ
か
に
、
実

際
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し

ま
す
。

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５
〕「
廣
池
千
九
郎
思
想

マ
ッ
プ 

中
津
〜
京
都
時
代
ま
で
」で
は
廣
池

博
士
の
思
想
形
成
に
か
か
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
人
物
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

〔
講
演
２
〕は
所と

こ
ろ 

功い
さ
お

先
生
に「
令
和
の
御
大

礼
か
ら
見
る
伝
統
文
化
の
あ
り
方
」を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
に
準
拠

し
て
実
施
さ
れ
た
令
和
の
御
大
礼
に
は
、
古

代
以
来
と
近
代
以
降
の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
再
検
討
し
、
日
本
的
な
伝
統
文
化
の
あ
り

方
を
考
え
ま
す
。

第
一
回 

道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム（
通
算
第
四
十
七
回
）の
ご
案
内

新
た
な
時
代
の
道
徳
を
共
に
創
る
【
1
／
25（
土
）・
26（
日
）】

道
徳
科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
長
　

冬ふ
ゆ

月つ
き

　
律り

つ

（
社
会
科
学
研
究
室
主
任
研
究
員
）
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講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
に
、
個
人

発
表
で
は
新
た
な
時
代
の
道
徳
を
考
え
る
た

め
の
、
ケ
ア
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
、
高
齢
社
会
の

道
徳
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）と
倫
理
道
徳
を
取

り
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
、
共
通
テ
ー
マ
に
基
づ
き
な
が
ら

も
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
研
究

の
成
果
を
、
ぜ
ひ
皆
様
と
と
も
に
共
有
し
、

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
発
表
会
の
参
加
者
は
も

と
よ
り
新
し
く
参
加
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
も

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1月25日　フォーラム１日目　 会場：廣池千九郎記念講堂（記念講堂）
時　間 プログラム 場　所

12：30～ 13：00 受　付 記念講堂ロビー
13：00～ 13：20 開会挨拶 記念講堂
13：20～ 14：50 講　演１（先崎） 記念講堂
14：50～ 15：10 休　憩 道徳科学研究センターロビー
15：10～ 17：10 シンポジウム１ （立木、竹中、宗） 記念講堂
17：10～ 17：20 翌日のご案内 記念講堂
18：00～ 19：30 懇親会 レストランまんりょう

1月26日　フォーラム２日目 会場：柏生涯学習センター
時　間 ３０１会場 ３０２会場 ２０２会場

09：30～ 10：40 シンポジウム２（寺本、藤野、横田）
シンポジウム３
（山岡、川久保、モーガン） シンポジウム４

 （木下、髙橋、家庭教育課、
　子育てサークルメンバー）

10：40～ 11：00 休　憩 休　憩
11：00～ 11：30 個人発表１（宮下） シンポジウム５

（冬月、江島）11：30～ 12：00 個人発表２（小山）
12：00～ 13：00 昼食＆発表者と参加者の交流
13：00～ 14：10 講　演２（所）
14：10～ 14：30 休　憩（3階廊下）

14：30～ 15：50
個人発表３ （犬飼）
個人発表４ （大野）
※コメンテーター（梅田）

15：50～ 16：00 閉会挨拶

区分 発表者 テーマ

講演１ 先崎彰容 分断社会を、どう生きるか－公共性のつくり方

講演２ 所　功 令和の御大礼から見る伝統文化のあり方
個人発表１ 宮下和大 ケアとモラロジー

個人発表２ 小山高正 人生100歳時代における高齢者の道徳的課題について
個人発表３ 犬飼孝夫 AI(人工知能）をめぐる倫理と道徳
個人発表４ 大野正英 AIに関する倫理的・道徳的課題

シンポジウム１ 立木教夫、竹中信介、
宗　中正

■進化と自然の視点からこれからの道徳を考える
自然的存在から道徳的存在へと進化したヒト／人間 
－大きな脳がもたらした変化（立木）

廣池千九郎の事跡と思想に見る自然観（竹中）
「新たな時代の道徳」としての開かれた最高道徳（宗）

シンポジウム２ 寺本佳苗、藤野真也、
横田理宇

■グローバル社会における企業の生き残りと道徳
サプライチェーンにおける人権問題に対する組織間の 
連携の広がり（寺本）
日本企業の海外進出と贈収賄の防止（藤野）
大企業のCSRに関する取り組みが中小企業の 
経営に与える影響（横田）

シンポジウム３ 山岡鉄秀、川久保剛、
ジェイソン・モーガン

■新たな時代の道徳－分断する社会の統合のために
分断社会を道徳で救えるのか？ 
－アメリカ孤立社会から得た教訓（山岡）

主権国家を超えるコモンモラリティの形成と日本の役割（川久保）
分断社会と人間のあるべき姿 
－モダン時代で失ったこころの一貫性（モーガン）

シンポジウム４ 木下城康、髙橋史朗、家庭教育課、
子育てサークルメンバー ■モラロジー子育てサークル活動のこれから

シンポジウム５ 冬月律、江島顕一 ■廣池千九郎思想マップ 中津～京都時代まで

※ 個人発表およびシンポジウム一覧

※上記のプログラムは変更する場合があります。
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